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ヒマワリ Helianthus annuus L. キク科

１ 経営的特徴と導入方法

ヒマワリは、春播きの一年草で、耐寒性はない。腐植質に富んだ肥沃な粘質土での排水性がよく、弱酸性

土壌が適している。切り花生産が一般的で、わい性種は鉢物として生産され、労力がかからない省力的な品

目である。本県では水田転作地で栽培され、近年生産が急激に伸びた品目である。

光周性反応に品種間差があり、ハウスを活用すると周年栽培が可能であり、一作の期間が100日前後で10a

当たり労働時間が700時間程度なので、補完品目として他の品目と複合的な経営が容易である。

表１ 10a当たり作業別、旬別所要労働時間（単位：時間）

① 作業別労働時間

項 目 時 間 項 目 時 間

耕 起 整 地 8.7 防 除 7.4 (注)

保 温 施 設 1.3 収 穫 調 製 359.8 １．平成１０年産生産費調査

基 肥 4.7 後 片 付 け 28.7 結果（平賀町、碇ヶ関村）

定 植 （ 播 種 ） 67.9 選 別 包 装 荷 造 146.3 ２．出荷本数 21,707本/10a

中 耕 除 草 18.6 搬 出 ・ 出 荷 28.5 ５月播種８月出荷

追 肥 5.6

栽 培 管 理 37.3 合 計 714.8

② 旬別労働時間

月 １ 月 ２ 月 ３ 月 ４ 月 ５ 月 ６ 月

旬 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

時間 1.3 2.7 65.3 18.6 20.0 6.3 5.0

７ 月 ８ 月 ９ 月 １０ 月 １１ 月 １２ 月 合計

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

12.0 5.9 8.0 25.7 208.0 249.4 80.6 6.0 714.8

２ 生理生態

原産地：北アメリカ

(1) 生育適温

ヒマワリの生育適温は、２０～３０℃でかなり高いが、０℃にならなければ生育自体は可能である。しか

し開花させるためには、冬期１０℃以上の加温や保温が必要である。
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(2) 開花生理

ヒマワリは、相対的長日性植物だが、品種改良により現在では相対的短日性や中性を示す品種もある。相

対的長日性を示す品種は、夏場の長日期作型に適し、相対的短日性を示す品種は、冬場の短日期作型に適す

る。しかし、日長感応はあくまでも相対的なもので一定の栄養生長を経過すれば花芽誘導が行われる。その

ため、短日性品種でも、基本栄養生長期間が長日性品種より短いものがあり、そのような品種は夏場の長日

条件下での栽培に十分対応できる。（表２）

表２ 切り花用ヒマワリの品種比較 （サカタのタネ・三郷試験場）

３ 作型と品種

作型 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月

５月播き露地栽培 ○

６月播き露地栽培 ○

(1) 作型

本県のヒマワリの主要作型は、５・６月播き露地栽培である。この他にも、３・４月播き無加温栽培や７

・８月播き露地栽培、９月播き無加温栽培などが可能である。

現在の主要切り花品種は、栽培温度の幅も広く、栽培期間も６０～８０日程度と短いので容易に作型を変

えることができる。

(2) 品種

ヒマワリといえば真夏の青空の下、太い茎を伸ばし大きな葉を広げ巨大な花をつけ、それぞれの色のコン

トラストが印象的だが、色は問題ないとしても、このイメージどおりの切り花ヒマワリでは大きすぎて商品

価値はない。切り花として採花するためには、できるだけ花茎が小さく茎が細い必要がある。

切り花用品種にはＦ１品種と固定種がある。現在市販されているＦ１品種は日長の影響が少なくは種後６０
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～８０日で開花するため周年を通して利用できる。また、形質が揃い、生育が旺盛で作りやすく、またＦ１

品種の大部分は、雄性不稔のため花粉が出ないので、花自体も美しく周囲を汚したりしない。加えて種子が

できないので花持ちも良い。このため、本県では栽培が容易なＦ１品種（その殆どがサンリッチオレンジ）

が多く利用されている。

４ 栽 培

(1) 本畑準備

ア 土壌改良及び施肥

堆肥の施用量は、ａ当たり200kg程度でよい。通常の畑地では基肥は施さず、生育を見て適宜追肥する。

pHは5.5～6.5程度に調整する。

イ 畦づくり

ベット幅８０～１２０ｃｍ、通路５０～６０ｃｍとする。通常は平畦とするが、排水の悪い場所では

高畦とする。

ウ ネット張り

フラワーネットは、一般的には１２ｃｍ×１２ｃｍを２段に張る。ただし、前作等の状況により残効

肥料が多い場合は、１０ｃｍ×１０ｃｍを使用する。

(2) 播 種

ネット編み目の中央に１粒づつは種し、覆土は種子が隠れる程度とする。

播種直後かん水し、乾燥が続く場合は、発芽までは随時かん水する。

(3) 発芽後の管理

ア 追肥

葉色を見て薄い液肥を与えるが、下葉を黄化させない程度の少量とし、やりすぎに注意する。また出ら

い後は施用しないようにする。

イ ネット上げ

草丈２０～３０ｃｍになったらネットを２枚同時に上げ、下の１枚はそこで固定する。上の１枚は、生

育に合わせ随時上げる。

５ 主要病害虫とその防除対策

(1) 病 害

斑点細菌病、うどんこ病、さび病、べと病、菌核病、灰色かび病、空洞病などが主要なものとされている。

うどんこ病を除き多湿な条件下で発生しやすいので、排水の良い畑を選び、通風・換気に留意して栽培する。

なお、細菌性の空洞病に対してドイツボルドー500倍液の登録がある。

(2) 虫 害

ハモグリバエ類が葉を加害するが、他の害虫も含めて県内では不明な点が多い。
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６ 収穫・調製・出荷

花弁が完全に開き、外側の管状花が開花したころ、地際から刈り取り収穫する。その後、上部葉３～４枚残

して下葉を取る。

ただし、市場によって切り前、規格、残す葉の数等が異なるため、出荷前には必ず確認する。
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ヒマワリ露地栽培ごよみ
生育

月 旬 作 業 栽 培 の 要 点 摘 要
状況

上 １ 作型と品種

３ 中 品 種 播 種 採 花 期

下 定植床準備 サンリッチオレンジ ４～５月 ７～８月

上

４ 中 は 種 ２ 本畑準備

下 は (１)土壌改良と施肥（成分量 kg/a）

上 種 堆肥：２００

５ 中 期 基肥は施用せず、追肥で管理する。

下 (２)畦づくり

上 生 ベット幅８０～１２０ cm、通路５０～６０ cm

６ 中 育 (３)ネット張り

下 期 １２×１２ cmのフラワーネットを２段張る。

上 収 穫

７ 中 開 ３ 播種

下 花 ネット編み目の中央に１粒づつ播種し、覆土は種子が隠れる程度とする。

上 期 播種直後かん水し、乾燥が続く場合は発芽まで随時かん水する。

８ 中

下 ４ 発芽後の管理

上 (１)追肥

９ 中 葉色を見て薄い液肥を与えるが、下葉が黄化させない程度の少量とし、やり

下 すぎに注意する。また出らい後は施用しないようにする。

上 (２)ネット上げ

10 中 草丈が２０～３０ cmになったらネットを２枚同時に上げ、下の１枚はそこ

下 で固定する。上の１枚は、生育に合わせて随時上げる。

上

11 中 ５ 収穫

下 花弁が完全に開き、外側の管状花が開花したころ、地際から刈り取り収穫す

上 る。その後上部葉３～４枚の残して下葉をとる。

12 中

下

上

１ 中

下

上

２ 中

下


